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負 債 の 部
４ 固 定 負 債
\ 企 業 債
イ 建設改良費等の財源に充て
るための企業債

××××

ロ その他の企業債 ××××

G G G G

企 業 債 合 計 ××××
] 他 会 計 借 入 金
イ 建設改良費等の財源に充て
るための長期借入金

××××

ロ その他の長期借入金 ××××

G G G G

他 会 計 借 入 金 合 計 ××××
^ リ ー ス 債 務 ××××
_ 引 当 金
イ 何 々 引 当 金 ××××
ロ 何 々 引 当 金 ××××

G G G G

引 当 金 合 計 ××××
` そ の 他 固 定 負 債 ××××

G G G G

固 定 負 債 合 計 ××××

２ 流 動 資 産
\ 現 金 預 金 ××××
] 未 収 金 ××××
貸 倒 引 当 金 ¾××××

G G G G G

××××

^ 有 価 証 券 ××××
_ 貯 蔵 品 ××××
` 短 期 貸 付 金 ××××
貸 倒 引 当 金 ¾××××

G G G G G

××××

a 前 払 費 用 ××××
b 前 払 金 ××××
c 未 収 収 益 ××××
貸 倒 引 当 金 ¾××××

G G G G G

××××

d そ の 他 流 動 資 産 ××××

G G G G

流 動 資 産 合 計 ××××
３ 繰 延 資 産 ××××

G G G G

資 産 合 計 ××××
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５ 流 動 負 債
\ 一 時 借 入 金 ××××
] 企 業 債
イ 建設改良費等の財源に充て ××××
るための企業債

ロ その他の企業債 ××××

G G G G

企 業 債 合 計 ××××
^ 他 会 計 借 入 金
イ 建設改良費等の財源に充て ××××
るための長期借入金

ロ その他の長期借入金 ××××

G G G G

他会計借入金合計 ××××

_ リ ー ス 債 務 ××××
` 未 払 金 ××××
a 未 払 費 用 ××××
b 前 受 金 ××××
c 前 受 収 益 ××××
d 引 当 金
イ 何 々 引 当 金 ××××
ロ 何 々 引 当 金 ××××

G G G G

引 当 金 合 計 ××××
e そ の 他 流 動 負 債 ××××

G G G G

流 動 負 債 合 計 ××××
６ 繰 延 収 益

長 期 前 受 金 ××××
収 益 化 累 計 額 ××××

G G G G

繰 延 収 益 合 計 ××××

G G G G

負 債 合 計 ××××
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資 本 の 部
７ 資 本 金 ××××
８ 剰 余 金
\ 資 本 剰 余 金
イ 再 評 価 積 立 金 ××××
ロ 受 贈 財 産 評 価 額 ××××
ハ 寄 附 金 ××××
ニ 何 々 ××××

G G G G

資 本 剰 余 金 合 計 ××××
] 利 益 剰 余 金
イ 減 債 積 立 金 ××××
ロ 利 益 積 立 金 ××××
ハ 何 々 積 立 金 ××××
ニ 当年度未処分利益剰余金 ××××

G G G G

利 益 剰 余 金 合 計 ××××

G G G G

剰 余 金 合 計 ××××

G G G G

資 本 合 計 ××××

G G G G

負 債 資 本 合 計 ××××

á á á á別 表 第 十 四 号 を 削 る 。

別 表 第 十 五 号 中「別表第十五号（第十二条関係）」 を「別記第十四号（第四十八条関係）」 に 改 め 、

同 表 を 別 記 第 十 四 号 と し 、 同 表 の 次 に 次 の 別 記 第 十 五 号 を 加 え る 。

別記第十五号（第四十九条関係）
キャッシュ・フロー計算書様式
平成何年度（地方公共団体名）何事業キャッシュ・フロー計算書

（平成 年 月 日から平成 年 月 日まで）
（直接法により作成する場合）
１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

原材料、商品又はサービスの購入による支出 ¾×××
人件費支出 ¾×××
その他の事業支出 ¾×××
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